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 学際融合教育研究推進センター 生存基盤科学研究ユニット 






































[1]ざいちのち 実践型地域研究ﾆｭｰｽﾚﾀｰ no.25 参照 





亀岡 FS 研究員 河原林洋 
2011 年 9 月 10 日、晴天に恵まれた保津川で、京筏
組主催の保津川筏復活プロジェクト 2011｢いかだにの
ってみよう!! in 保津川｣が開催され、約 250 名の親子連
れや孫を連れた年配者たちで賑わった [写真]。 


































































































































































































































































































平成 24 年 1月 20 日発行 
 催しのご案内 
■ 第 42回 定例研究会 
1． 日時：平成 23 年 1 月 27 日（金）16:00～19:00 
2． 場所：守山 FS（滋賀県守山市梅田町 12-32） 
3． 最終報告書草稿の発表および検討 
＊参加希望者は、京都大学東南アジア研究所実践型地域研究推進室  




講師： 中越 武義氏 （高知県梼原町前町長） 
日時： 平成 24 年 1 月 20 日（金） 15：00〜16：30 
場所： 滋賀県立大学 Ａ4-108 号室 
一般公開セミナー、参加無料、予約は不要です。 
問合せ先：滋賀県立大学 黒田 skuroda@shc.usp.ac.jp まで 














































          東南アジア研究所 中村均司 





































ン ケ ー ト の 回 答
（198 人）からで
す。 
来場者は 30 歳代と 40 代が最も多く、次いで 60 代・
50 代・20 代 10 代未満・10 代の順で，家族連れやグ
ループも目立ちました。来場者の棚田についての認知
度は、｢よく知っている｣25％、｢何となく知っている｣
 
写真１ 筵の上で、わら細工 
（しめ縄作り） 
 
 
 
 
 
 
写真２ 大学生による棚田の復活・保全
（袖志棚田プロジェクト） 
 
 
 
 
 
